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§１　建築物及び耐震診断結果概要

1-1　建築物概要及び構造概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（診断）

	
	発注者
	ＯＯＯ

	耐震診断
	診断者
	ＯＯＯ
	※報告書は発注者の承認を得ていることなどを記述する。

	
	診断者住所
	ＯＯＯ
	

	
	診断年
	平成00年00月
	

	
	診断評価番号
	HAO　34-00-0000
	

	建築物概要（耐震診断）
	診断建物名称
	ＯＯＯ

	
	診断建物所在地
	ＯＯＯ

	
	診断建物設計者
	ＯＯＯ

	
	診断建物施工者
	ＯＯＯ

	
	診断建物規模
	地上0階
	建築物の特徴

※下記の項目などを記述する。

・建築物の軸線

・増築の有無

・竣工の時期および位置

・建物形状の特徴

・床面積の内訳

・隣接建物

・エキスパンションジョイント

・鉄骨造の場合は仕上

・その他重要事項

※左記の各項目の内容は、必要に応じて、各項目内でリターンキーにより増やしてください。

	
	
	地下0階
	

	
	
	塔屋0階
	

	
	診断建物竣工年
	昭和00年
	

	
	主要用途
	ＯＯＯ
	

	
	主要仕上
	ＯＯＯ
	

	
	建物形状
	平面形
	ＯＯＯ
	

	
	
	立面形
	ＯＯＯ
	

	
	建物面積
	建築面積
	000.0
	㎡
	

	
	
	延べ面積
	000.0
	㎡
	

	
	
	1階
	000.0
	㎡
	

	
	建物高さ
	軒高さ
	00.00
	ｍ
	

	
	
	1階
	0.00
	ｍ
	

	
	建物長さ
	Ｘ方向
	00.00
	ｍ
	

	
	
	Ｙ方向
	00.00
	ｍ
	

	
	隣接建物


	ＯＯＯ
	


（診断）
	構造概要（耐震診断）
	構造種別
	ＯＯＯ
	構造の特徴

※下記の項目などを記述する。

・架構形式

・鉄骨造の場合は柱脚
・地盤

・敷地
・その他重要事項

※左記の各項目の内容は、必要に応じて、各項目内でリターンキーにより増やしてください。

	
	架構形式
	Ｘ方向
	ＯＯＯ
	

	
	
	Ｙ方向
	ＯＯＯ
	

	
	スパン数
	Ｘ方向
	0
	スパン
	

	
	
	Ｙ方向
	0
	スパン
	

	
	スパン長
	Ｘ方向
	0.00
	ｍ(代表スパン)
	

	
	
	Ｙ方向
	0.00
	ｍ(代表スパン)
	

	
	極脆性柱
	Ｘ方向
	ＯＯＯ
	

	
	
	Ｙ方向
	ＯＯＯ
	

	
	下階壁抜け柱
	Ｘ方向
	ＯＯＯ
	

	
	
	Ｙ方向
	ＯＯＯ
	

	
	大スパン梁
	Ｘ方向
	ＯＯＯ
	

	
	
	Ｙ方向
	ＯＯＯ
	

	
	持出し部材
	Ｘ方向
	ＯＯＯ
	

	
	
	Ｙ方向
	ＯＯＯ
	

	
	層重量
	1階
	0000
	kN
	

	
	単位重量
	1階
	00.0
	kN/㎡
	

	
	柱壁量
	1階
	Ｘ方向

0.00
	Ｙ方向

0.00
	

	
	基礎地盤
	基礎形式
	ＯＯＯ
	

	
	
	長期支持力
	ＯＯＯ
	

	
	
	支持層
	ＯＯＯ
	

	
	
	支持深さ
	ＯＯＯ
	

	
	
	地盤種別
	ＯＯＯ
	

	
	
	敷地状況
	ＯＯＯ
	

	
	その他


	ＯＯＯ
	


（診断）
	使用材料・強度（耐震診断）
	既存コンクリート
	ＯＯＯ

1階
	設計基準強度00.0N/ｍ㎡
推定強度：診断強度
00.0N/㎡：00.0N/ｍ㎡
	材料の特徴

※下記の項目などを記述する。
・コンクリート強度、中性化の内訳

・鋼材の降伏点強度の根拠
・その他重要事項

※左記の各項目の内容は、必要に応じて、各項目内でリターンキーにより増やしてください。

	
	既存鉄筋
	ＯＯＯ

主筋
帯筋
あばら筋
壁筋
スラブ筋
	材質：降伏点強度
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
	

	
	既存鉄骨
	ＯＯＯ

柱
梁
ボルト
	材質：降伏点強度
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
ＯＯＯ：000N/ｍ㎡
	

	
	その他


	ＯＯＯ
	


1-2　耐震診断概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（診断）
	現地調査（耐震診断）
	設計図書の有無
	ＯＯＯ
	特記

※下記の項目などを記述する。

・調査方法、箇所について発注者と協議

・左記項目の内、重要な項目

・ＣＡＤ化した図面の発注者の承認

・鉄骨部の調査
・コンクリートブロック

・非構造部材

・その他重要事項

※左記の各項目の内容は、必要に応じて、各項目内でリターンキーにより増やしてください。

	
	被災履歴
	ＯＯＯ
	

	
	図書の照合
	ＯＯＯ
	

	
	ひび割れ劣化
	ＯＯＯ
	

	
	不同沈下
	ＯＯＯ
	

	
	部材寸法
	ＯＯＯ
	

	
	基礎状況
	ＯＯＯ
	

	
	鉄骨部
	ＯＯＯ
	

	
	コンクリートブロック
	ＯＯＯ
	

	
	非構造部材
	ＯＯＯ
	

	
	その他


	ＯＯＯ
	


（診断）
	モデル化および計算手法（耐震診断）
	節点振り分け
	ＯＯＯ
	特記

※下記の項目などを記述する。

・回転壁

・外力分布

・使用プログラム、バージョン
・その他重要事項

※左記の各項目の内容は、必要に応じて、各項目内でリターンキーにより増やしてください。

	
	仮想仕事法
	ＯＯＯ
	

	
	荷重増分法
	ＯＯＯ
	

	
	解析用外力分布
	ＯＯＯ
	

	
	剛床・ゾーニング
	ＯＯＯ
	

	
	部材内法寸法位置
	ＯＯＯ
	

	
	壁
	ＯＯＯ
	

	
	下階壁抜け柱
	ＯＯＯ
	

	
	軸力変動
	ＯＯＯ
	

	
	柱耐力
	ＯＯＯ
	

	
	梁耐力
	ＯＯＯ
	

	
	第2種構造要素
	ＯＯＯ
	

	
	使用電算プログラム

	ＯＯＯ
	


1-3　耐震診断結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（診断）

	
	耐震診断基準
	※診断基準は、採用した主たる基準を記述し、準拠した基準も列記する。

	
	耐震診断次数
	ＯＯＯ
	※発注者と協議を記述する。

	
	耐震診断諸数値
	地域係数：Ｚ＝0.0
用途係数：Ｕ＝0.0
地盤指標：Ｇ＝0.0
振動特性係数：Ｒｔ＝0.0
経年指標：Ｔ＝0.00
ＲＣ造：ＳＴ＝0.0
鉄骨造：ＳＴ＝0.00
形状係数ＳＤはＯＯＯ
外力分布補正係数はＯＯＯ
	※発注者と協議を記述する。

	
	
	ＲＣ造：ＩＳ＝Eo・T/(Fes・Z・Rt・Aｉ)

鉄骨造：ＩＳ＝Qu・F /(ΣWi・Ai・Fes・Z・Rt)

ＲＣ造：q＝Qu/(ST･Fes･ΣWi･Z・Rt･Ai)

鉄骨造：q＝CTU・SD/(ST・Z)

	
	耐震診断判定指標
	Ｉso＝0.00 ： q≧0.00　
	※発注者と協議を記述する。

	　
	耐震診断結果
	Ｘ方向
	考察

※下記の項目などを記述する。

・第二種構造要素

・極脆性柱

・下階壁抜け柱

	
	
	階
	Ｉs値
	q値
	判定
	

	
	
	1階
	0.00
	0.00
	ＯＯＯ
	

	
	
	Ｙ方向
	・判定結果考察
※左記の各項目の内容は、必要に応じて、各項目内でリターンキーにより増やしてください。

	
	
	階
	Ｉs値
	q値
	判定
	

	
	
	1階
	0.00
	0.00
	ＯＯＯ
	

	
	特記事項

※下記の項目などを記述する。
・コンクリート強度

・地盤

・コンクリートブロック

・非構造部材
・隣接建物

・大スパン

・持出し梁
・鉄骨
・詳細な調査の必要性

・改修の必要性

・補修の必要性
・その他重要事項




耐震診断結果内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（診断）
	　
	Ｘ方向

	
	階
	Ｉs
	q
	Fes
	Ai
	ΣＷ

(kN)
	破壊形式
	C1:C2:C3

鉄骨造はＱu
	F1:F2:F3

鉄骨造はＦ値
	Eo
	式

	→正加力
	1階
	0.00
	0.00
	0.000
	0.000
	00000
	CB.WB.WS
	0.00:0.00:0.00
	0.00:0.00:0.00
	0.00
	0

	←負加力
	1階
	0.00
	0.00
	0.000
	0.000
	00000
	CB.WB.WS
	0.00:0.00:0.00
	0.00:0.00:0.00
	0.00
	0

	　
	Ｙ方向

	
	階
	Ｉs
	q
	Fes
	Ai
	ΣＷ

(kN)
	破壊形式
	C1:C2:C3
	F1:F2:F3
	Eo
	式

	→正加力
	1階
	0.00
	0.00
	0.000
	0.000
	00000
	CB.WB.WS
	0.00:0.00:0.00
	0.00:0.00:0.00
	0.00
	0

	←負加力
	1階
	0.00
	0.00
	0.000
	0.000
	00000
	CB.WB.WS
	0.00:0.00:0.00
	0.00:0.00:0.00
	0.00
	0

	凡例

　※下記の記述は参考例である。

CB　曲げ柱　　　：CS　せん断柱　　　：CSS　極脆性柱

CWB 壁付曲げ柱　：CWS 壁付せん断柱　：CWSS 壁付極脆性柱

WB　曲げ壁　　　：WS　せん断壁 　　 ：WR　 回転壁

WWB 曲げそで壁　：WWS せん断そで壁


	　特記事項

　※決定した方向などを記述する。

※その他重要事項



